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７．洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討
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① 検討結果(1/6)

【② 文献調査】(P577～P586参照)

【③ 敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況】(P588～P589参照)

【④ 洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討】(P591～P597参照)

７．洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討

○文献調査の結果，洞爺火砕流について，推定に基づくものではあるが，共和町幌似付近を越えて岩内湾までの分布を示している文献
も認められることから，敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布範囲について，幌似周辺で実施したボーリング調査結果を用いて
の確認を行った。

○ボーリング調査において確認された洞爺火砕流堆積物の分布状況を踏まえると，泥川合流部付近(C-2地点付近)で洞爺火砕流堆積
物の層厚が急減し，岩内平野西部では確認されないことから，幌似付近が洞爺火砕流の末端部である可能性が考えられる。

○堀株川付近には洞爺火砕流堆積物堆積以降に堆積した沖積層が認められること及び洞爺火砕流堆積物の火口からの距離と層厚の
関係には，大局的な傾向としては，距離の増加に応じ層厚が小さくなる傾向が認められる(補足説明資料6章参照)ため，洞爺火砕流
堆積物は堆積以降の氷期に侵食された可能性も考えられる。

○このため，洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性について検討を行った。

○堀株川付近に位置するC-3及びH26共和-4～7地点においては，洞爺火砕流堆積物は旧堀株川が下刻した低地に堆積し，以降の氷
期に削剥され，その後，沖積層が堆積した可能性を否定できない。

○梨野舞納地点においては，Mm1段丘堆積物(MIS5e，上面標高約22m)の上位に，純層及び二次堆積物bに区分される火山灰質砂質
シルト層が認められるが，当該層の上面，基底面又は当該層中に侵食面は認められないことから，洞爺火砕流は到達していないものと
判断される。

○H26共和-3地点においては，洞爺火砕流堆積物の下位の層準である発足層の上面標高(約29m)が，洞爺火砕流が到達していない
と判断される梨野舞納地点に認められる火山灰質砂質シルト層の分布標高よりも高標高に位置することから，洞爺火砕流は到達して
いないものと判断される。

(P572へ続く)

○洞爺火砕流については，敷地近傍に位置する共和町幌似付近を越えて堆積物を確認している文献はないが，推定に基づき，岩内湾ま
での分布を示しているものや，敷地方向とは異なるが，敷地から洞爺カルデラまでの距離(約55km)よりも遠方に，火砕サージ堆積物
が到達しているとするものが認められる。
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① 検討結果(2/6)

調査位置図
： 氾濫原堆積物(沖積層)が認められる調査地点

７．洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討

岩内湾
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① 検討結果(3/6)

凡例

(層相区分)

(地層区分)

2’2

ボーリング
（投影）

H26共和-6
（投影）

H26共和-5
（投影）

梨野舞納

H26共和-4
（投影）

H26共和-3
（投影）

2-2’断面図

1

30

堀株川

1-1’断面交点

洞爺火砕流堆積物は旧堀株川が下刻した低地に堆積
し，以降の氷期に削剥され，その後，沖積層等が堆積し
た可能性を否定できない。

露頭
（投影）

： 洞爺火砕流堆積物
： 氾濫原堆積物(沖積層)
： 海成堆積物(沖積層)
： 扇状地性堆積物

Mm1段丘堆積物の上面標高：約22m

←SW NE→

火山灰質砂質シルト層の上
面，基底面又は当該層中に
侵食面は認められないこと
から，洞爺火砕流は到達し
ていないものと判断される。

H26共和-7
（投影）

C-2
（投影）

1

30

折れ点

1-1’断面

J B AD CEH G FI

1a-1a’断面

1b-1b’断面

C-3
（投影）

B-5
（投影）

1-1’断面図

1c-1c’断面

←NW SE→←W E→

C-2地点付近で洞爺火砕流
堆積物の層厚が急減する。

洞爺火砕流堆積物は旧堀株川が下刻した低地に堆積し，以
降の氷期に削剥され，その後，沖積層が堆積した可能性を
否定できない。

： 洞爺火砕流堆積物の基底
： 沖積層の基底

洞爺火砕流堆積物は旧堀株川が下刻した低地に堆積し，以降の氷期に削剥された可能性を否定できない範囲 洞爺火砕流堆積物が確認される範囲

洞爺火砕流は到達
していないものと
判断される範囲

洞爺火砕流堆積物は旧堀株川が下刻した低地に堆積し，
以降の氷期に削剥された可能性を否定できない範囲

洞爺火砕流は到達
していないものと
判断される範囲

洞爺火砕流堆積物の下位の層準で
ある発足層の上面標高(約29m)が，
洞爺火砕流が到達していないと判
断される梨野舞納地点に認められ
る火山灰質砂質シルト層の分布標
高よりも高標高に位置することから，
洞爺火砕流は到達していないものと
判断される。洞爺火山灰(Toya)の純層及

び二次堆積物bに区分してい
る(補足説明資料2章参照)。

７．洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討
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① 検討結果(4/6)

○敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況及び洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討を踏まえると，洞爺火砕流堆
積物は共和町幌似付近を越えて確認されないが，沖積層が分布するため，堆積後に削剥された可能性を否定できない調査箇所が，堀株
川沿いの低地に認められる(P569参照)。

○このため，洞爺火砕流については，共和町幌似付近を越えて堀株川沿いの低地を流下し，現在の岩内湾に到達した後，削剥された可
能性を否定できない。

○流下方向の延長に敷地は位置するが，以下に示す状況であることから，敷地のうち，Mm1段丘より高標高側(山側)には，洞爺火砕流
は到達していないと判断される。
・岩内平野西部の梨野舞納地点においては，Mm1段丘堆積物(上面標高約22m)の上位に，洞爺火山灰(Toya)の純層及び二次堆積
物が認められるが，当該層の上面，基底面又は当該層中に侵食面は認められないことから，洞爺火砕流は到達していないものと判断
される。

・敷地には，梨野舞納地点と同様，Mm1段丘堆積物(上面標高約24m)が認められ，その上位の陸上堆積物(シルト混じり砂)の上面，基
底面又は当該堆積物中には，洞爺火砕流の到達を示唆する侵食面は認められない(次頁及びP575参照)。

・敷地のMm1段丘より高標高側は，新第三系中新統神恵内層を基盤とし，上位にはMIS7か或いはそれより古い海成層が概ね認められ，
その上面標高は40mを超えている(次頁及びP575参照)。

(P568からの続き)

７．洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討
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一部修正(H30/5/11審査会合)

改変前の地形(P569の青破線範囲)

① 検討結果(5/6)

７．洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討

Mm1段丘面

Hm3段丘面

Hm2段丘面

Hm1段丘面

H0段丘面群

地すべり地形

発電所敷地境界線

凡 例

B地点

C地点

D地点
E地点

F地点

G地点

F-11断層開削調査箇所

A-2

A-1

C-1

C-2 C-3

A-3

F-1断層開削調査箇所

F-1断層開削調査箇所
近傍露頭2

F-1断層開削調査箇所
近傍露頭1

Hm1段丘露頭

F-3断層開削調査箇所

F-4断層開削調査箇所

H30追加調査範囲

当図は，当社航空測量により作成

A地点
(茶津地点)

３号炉

１号炉 ２号炉開削調査箇所
(北側) 開削調査箇所

(南側)

共和町
幌似方向

Mm1段丘より
高標高側(山側)

トレンチ箇所

断層開削調査箇所

露頭調査箇所

Mm1段丘より
低標高側(海側)

Mm1段丘露頭
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(滝ノ澗①地点)

(F-1断層開削調査箇所)

(Mm1段丘露頭)

(G地点)

(F-4断層開削調査箇所)

(F-11断層開削調査箇所)

(C-1トレンチ)

(C-2トレンチ)

(C-3トレンチ)

(Hm1段丘露頭)

A-1トレンチ

(茶津地点)(A地点)

A-3トレンチ

ボーリング

(茶津-4)
(F-1断層開削調査箇所近傍露頭1)(F-1断層

開削調査箇所

近傍露頭2)

ボーリング

(H30敷地-2)

ボーリング

(泊Hm3-1)

(泊①地点)
ボーリング

(泊Hm3-2)

ボーリング

(泊-2)

ボーリング

(泊-3)

(泊②地点)

ボーリング
(B-10)

ボーリング

(H30敷地-1) はぎとり調査箇所

ボーリング
(A-5)

露頭

(滝ノ澗②地点) (H30追加調査範囲)
(北側) (南側)

(開削調査箇所(南側))

(開削調査箇所(北側))

(中央部) (東部)

※1  積丹半島西岸では，図示した調査箇所以外においても段丘調査を実施している。ここでは，敷
地に近接するMm1段丘(滝ノ澗①地点)及び高位段丘(茶津地点(A地点)，滝ノ澗②地点，泊
①地点及び泊②地点)について代表的に図示した。

※2 洞爺火山灰(Toya)については，当該地点のMm1段丘堆積物の上位に確認されたことを便宜
的に図示した。

※3 各調査箇所の位置関係が近接していること及び地質調査結果から，同一の地層であると判断
されることを示す。

※4 各調査箇所の位置関係が近接していること及び地質調査結果から，同一の段丘基盤であると
判断されることを示す。

※5 茶津地点(Hm2段丘)においては，A-2トレンチにおいても段丘調査を実施しているが，A-1トレ
ンチと距離が近接しており，基盤岩及び段丘堆積物の上面標高が同様であることから，A-1トレ
ンチを代表的に図示した。

※6 開削調査箇所(北側)の結果を踏まえると，MIS9直後の河成の堆積物に地層区分した範囲に
は，MIS9以前の海成層に挟在する河成の堆積物も含まれる可能性が考えられる。

※7 岩内平野南方に位置する老古美周辺において確認されるニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)
に対比される火山灰を「対象火山灰」と呼称している。模式地において，本火砕流堆積物から，
フィッショントラック法年代測定値0.19±0.02Maを得ている。

敷 地

積丹半島西岸における総合柱状図
(ケース1)

Hm3段丘面

(参考)
OSL:238±39(Ka)
(概ねMIS7の年代
値を示す)

旧海食崖

連続※3

・同一のHm2段丘基盤
(緩やかな平坦面を有する)

・層相は調和的

Hm3段丘面

Mm1段丘面

Hm2段丘面

・段丘面の縁辺
部に位置する

・基盤岩は傾斜
している

(旧汀線付近)
約46m

※2

(凡 例)

その他
群列ボーリングにより，旧汀線付近で

段丘堆積物を確認した箇所

(改変により消失)

敷地近傍※1

Hm3段丘面

Hm2段丘面

積丹半島西岸における
段丘堆積物の層厚：約5ｍ以下

MIS9直後の河成の堆積物

MIS9以前の海成層

Hm2段丘堆積物相当層

Hm2段丘面 Hm2段丘面

・基盤岩は緩やかな
平坦面を有する

・層相は調和的
・標高は同程度

連続※4

Hm2段丘基盤

(旧汀線付近)
約22m

Hm2段丘面

F-1断層開削調査箇所付近

MIS7
旧汀線高度
(約48m)

MIS5e
旧汀線高度
(約25m)

MIS9
旧汀線高度
(約63～74m)

Hm3段丘堆積物(MIS7)

MIS7直後の河成の堆積物

連続※3

連続※3

Hm3段丘面

(改変により消失)

連続※3連続※3

(積丹半島西岸)
Hm2段丘堆積物
上面標高
約57m～65m

(積丹半島西岸)
Hm3段丘堆積物
上面標高
約41m～48m

連続※3

連続※3
連続※3

連続※3
連続※3

※5

Mm1段丘面

Mm1段丘面

連続※3

(凡 例)

地 層
Hm1段丘堆積物

Hm2段丘堆積物

Hm3段丘堆積物

Mm1段丘堆積物

Hm2段丘堆積物相当層

基盤岩(神恵内層)

陸上堆積物

河成の堆積物

扇状地性堆積物及び崖錐堆積物，斜面堆積物

(礫，シルト)*

* 陸上堆積物のうち，不整合が明瞭に確認される

「扇状地性堆積物及び崖錐堆積物，斜面堆積物
(礫，シルト)」及び「河成の堆積物」については，他

の陸上堆積物と区別して図示した。

砂礫

MIS9以前の海成層

(改変により消失)

連続※3

連続※3 連続※3

連続※3

(改変により消失)

MIS9以前の海成層に
挟在する河成の堆積物

MIS9以前の
斜面堆積物

連続※3

旧海食崖

※6

一部修正(R2/4/16審査会合)

凡 例 地層区分(ケース1) 調査箇所

Hm3段丘堆積物
(MIS7)

F-1断層開削調査箇所近傍露頭2

H30追加調査範囲

MIS9以前の海成層

F-1断層開削調査箇所
F-1断層開削調査箇所近傍露頭1
B-10ボーリング

開削調査箇所(北側)
開削調査箇所(南側)

Hm2段丘堆積物相当層 C-2及びC-3トレンチ

MIS9直後の
河成の堆積物

A-5ボーリング

F-1断層開削調査箇所

B-10ボーリング

開削調査箇所(北側)

MIS7直後の
河成の堆積物

F-1断層開削調査箇所近傍露頭2

H30追加調査範囲

MIS9以前の海成層に
挟在する河成の堆積物

開削調査箇所(北側)

MIS9以前の斜面堆積物 開削調査箇所(南側)

(凡 例)

火山灰
Toya(降灰層準)

Toya，Spfa-1混在

対象火山灰，Toya，Spfa-1混在

対象火山灰

※7
灰，Toya，Spfa-1混在

※7

本総合柱状図は，ケース1の場合の地層区分を代表として示す(ケース2及びケース3の地層区分については，
R3.7.2審査会合「泊発電所3号炉地盤(敷地の地質・地質構造)に関するコメント回答」参照)。

① 検討結果(6/6)

７．洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討
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② 文献調査(産業技術総合研究所地質調査総合センター編，2020)

○産業技術総合研究所地質調査総合センター編(2020)に基づき，洞爺火砕流堆積物の最大到達距離を確認した。
○また，洞爺火砕流堆積物の最大到達距離を半径として，洞爺カルデラを中心とする円※1を作成し，その円の範囲を洞爺火砕流の到達可

能性範囲として示した。

※1 円の中心位置は，中野ほか編(2013)に示される洞爺カルデラの座標を用いている。

泊発電所

洞爺カルデラ

洞爺カルデラ

敷地から洞爺カルデラ
までの距離：約55km

泊発電所
共和町幌似付近

洞爺火砕流堆積物の分布範囲
(産業技術総合研究所地質調査総合センター編(2020)より作成)

：洞爺火砕流の最大到達距離
(到達可能性範囲)

：火砕流堆積物

凡 例

○洞爺火砕流堆積物の最大到達距離は，共和町幌似付近までの約47㎞であり，敷地から洞爺カルデラまでの距離(約55㎞)に対して小
さい。

※2

※2 三條・須貝(2022)によれば，洞爺カルデラ
から北方向に約47㎞離れた仁木町尾根内
付近に洞爺火砕流堆積物の露頭があるとさ
れている。洞爺カルデラから当該露頭までの
距離は，洞爺カルデラから共和町幌似付近ま
での距離と同じである。

７．洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討
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【Goto et al.(2018)】
(洞爺火砕流及び洞爺火山灰(Toya)の分布)
○洞爺火砕流は，洞爺カルデラ周辺に広く分布するとされている。
○洞爺火砕流は，洞爺カルデラから北側には42kmまで，西側には35kmまで広がっているとされている(奥村・寒川(1984)，町田ほか(1987)及び町

田・新井(2003))。
○洞爺火砕流に関連した広域テフラである洞爺火山灰(Toya)は，北海道東部や東北地方で確認されているとされている(例：下北半島の大間)。

(洞爺火砕流堆積物の地質調査結果)
○洞爺カルデラの形成過程を明らかにするため，主に洞爺カルデラの南側と北側(P580左図参照)において洞爺火砕流堆積物の地質層序学的調査

を行ったとされている。
○遠方の調査地点は，岩内(Location16)※1，熱郛(Location17)及び大間(Location18)であるとされている(P580左図参照) 。
○岩内(Location16)※1のいくつかの小規模な採石場において洞爺火砕流堆積物(層厚12m以上)がよく露出しているとされている。
○大間(Location18)においては，海成段丘堆積物の上位に，洞爺火砕流堆積物(層厚15㎝)が認められるとされている。

(洞爺火砕流堆積物のユニット区分)
○洞爺火砕流堆積物は，岩相の違いにより6つのユニット(Unit1～6)に区分できるとされている(P581左図参照)。
・Unit1：細粒な降下火山灰。層厚は0.01～0.02mで，流紋岩質火山ガラスと無色鉱物，岩片を含む。
・Unit2：ベースサージ堆積物(Unit2a)とそれを覆う軽石質火砕流堆積物(Unit2b-2d)。層厚は28.2～34.0mで，Unit2a，2cには火山豆石が含まれる。
・Unit3：複数の薄いサージ堆積物と降下火山灰(Unit3a)及びサージ堆積物(Unit3b，3c)。層厚は4.4～7.7mで，Unit3aには火山豆石が含まれる。
・Unit4：軽石質火砕流堆積物。層厚は3.4～3.9mで，直径7㎝以下の白色軽石と直径50㎝以下の礫を含む。
・Unit5：石質岩片に富んだ基底礫(Unit5a)と軽石質火砕流堆積物(Unit5b)。層厚は7.5～24.0mで，Unit5aは直径3m以下の礫を含み，Unit5bは白

色軽石とバンド状軽石を含む。
・Unit6：石質岩片に富んだ基底礫(Unit6a)と軽石質火砕流堆積物(Unit6b)。層厚は6.4～6.5mで，Unit6bは白色軽石，バンド状軽石，灰色軽石を

含む。
○各ユニットに含まれる軽石・石質岩片及び基質に含まれる鉱物の組成分析等の結果，各ユニットを通してマグマ組成に大きな変化はなかったが，カル

デラ形成噴火の最終段階でやや苦鉄質なマグマが関与していたとされている。

○産業技術総合研究所地質調査総合センター編(2020)によれば，洞爺火砕流の最大到達距離は共和町幌似付近までであるが，洞爺火砕流が幌似
付近以西の岩内湾まで到達しているとされているGoto et al.(2018)をレビューをした。

(次頁へ続く)

② 文献調査(Goto et al.，2018)(1/5)
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※1 Goto et al.(2018)に示される調査地点「岩内(Location16)」は，当社地形調査，地表地質踏査等の結果，洞爺火砕流堆積物を確認している共和町幌似付近に該当する(P589参照)。
※2 東宮・宮城(2020)によれば，広域に分布する洞爺火山灰(Toya)は，大規模火砕流のco-ignimbrite ashと考えられているとされており，おそらく，特に規模の大きかったGoto et al(2018)におけるUnit2，5，6に伴うものであろうと

されている。

(P582へ続く)

【Goto et al.(2018)】
(洞爺カルデラの形成過程)
○洞爺カルデラの形成過程は以下のとおり再現できたとされている。

・カルデラ形成の爆発は，細粒火山灰(Unit1)をもたらした水蒸気爆発で始まった(次頁中央及び右図A)。
・大規模な水蒸気爆発は大量の火砕流(Unit2)をもたらした(次頁中央及び右図B)。
・繰り返し発生した水蒸気爆発はベースサージ(Unit3)をもたらした(次頁中央及び右図C)。
・カルデラ崩壊はマグマ優勢の水蒸気爆発(Unit4)で始まった(次頁中央及び右図D)。
・カルデラ崩壊は，大規模なマグマ優勢水蒸気爆発(Unit5)により，極限に至った(次頁中央及び右図E)。
・カルデラ崩壊の最終段階(Unit6)において，マグマ性爆発が生じた(次頁中央及び右図F)。

○Unit2は，6つのユニットの中で最も広範囲に広がっていることが示唆されるとされている(次頁中央及び右図B)。
○大間(Location18)に認められる堆積物は，含まれる軽石片(粒径5㎜以下)が白色を呈するもののみであることから，おそらくUnit2に伴うco-

ignimbrite ash※2であるとされている。
○また，Unit1～6は土壌層や再堆積物を挟在しないとされ，洞爺火砕流堆積物は，時間間隙のない一連の噴火で形成されたと考えられるとされてい

る。

(前頁からの続き)

② 文献調査(Goto et al.，2018)(2/5)
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調査地点(Goto et al.(2018)に加筆)

岩内平野

泊発電所

洞爺火砕流堆積物の各ユニット(Unit1～6)の分布と層厚
(Goto et al.(2018)に加筆) 洞爺カルデラ形成の模式モデル

(Goto et al.(2018)に加筆)

大間

熱郛

岩内湾

② 文献調査(Goto et al.，2018)(3/5)

岩内(Location16)※

※Goto et al.(2018)に示される調査地点「岩内(Location16)」は，当社地形調査，地表地質踏査
等の結果，洞爺火砕流堆積物を確認している共和町幌似付近に該当する。

７．洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討
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洞爺火砕流堆積物の模式柱状図(Goto et al.(2018)に加筆)

洞爺火砕流堆積物

クッタラ第二(Kt-2)火山灰

Unit2c～5bの露頭写真
(Goto et al.(2018)のFig. 6B)

上長和層とUnit1～2bの露頭写真
(Goto et al.(2018)のFig. 7A)

Unit5b～6bとKt-2火山灰の露頭写真
(Goto et al.(2018)のFig. 9B)

Unit4の露頭写真
(Goto et al.(2018)のFig. 8B)

前駆活動に伴う
火山噴出物

② 文献調査(Goto et al.，2018)(4/5)
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洞爺火砕流堆積物の各ユニット(Unit2)の分布と層厚
(Goto et al.(2018)に加筆)

○Goto et al.(2018)に示される洞爺火砕流堆積物は，地質調査
の結果，敷地方向(北～北西方向)では共和町幌似付近まで確
認され，この状況は産業技術総合研究所地質調査総合センター
編(2020)と調和的である。

○また，共和町幌似付近で確認される洞爺火砕流堆積物は，最も
広範囲に広がっていることが示唆されるUnit2に区分されている。
(右図参照)。

○Goto et al.(2018)に示されるUnit2の分布(右図参照)は，地質
調査地点である共和町幌似付近を越え，岩内湾まで示されてい
るが，これは，共和町幌似付近で確認される洞爺火砕流堆積物
の層厚(12m以上)を考慮した推定によるものと考えられる。

(図中の数字は層厚を示す，単位：m)

洞爺カルデラ

岩内湾
共和町幌似

泊発電所

(P579からの続き)

② 文献調査(Goto et al.，2018)(5/5)
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② 文献調査(Amma-Miyasaka et al.，2020)(1/2)

○Amma-Miyasaka et al.(2020)に示される洞
爺火砕流堆積物の最大到達距離は，洞爺カル
デラから東方向に位置する苫小牧市錦岡(P3
地点)までの約47kmであり，層厚は1.75mであ
る。

○また，Amma-Miyasaka et al.(2020)において，
洞爺カルデラから東～北東方向に位置する調
査地点(DN2，DC及びDS5地点)で確認される
洞爺カルデラ形成噴火噴出物は，数mm以下の
軽石を含む基質支持の堆積物であることから，
火砕サージ堆積物※1であるとしている。

○当該火砕サージ堆積物の最大到達距離は，洞
爺カルデラから北東方向に位置する安平町追
分春日(DN2地点)までの約85kmであり，層厚
は0.25m以下である。

○支笏-洞爺火山地域の活動史について検討し
ているAmma-Miyasaka et al.(2020)に基づき，
洞爺火砕流堆積物の分布範囲を確認した。

○なお，Amma-Miyasaka et al.(2020)に示され
る各調査地点の柱状図は次頁参照。

調査地点(Amma-Miyasaka et al.(2020)に加筆)

： Tp(pyroclastic surge deposit)※2確認地点

： Tp(pumice flow deposit)※2確認地点

※2 洞爺火砕流堆積物を指す。※1 原子力発電所の火山影響評価ガイドによれば，火砕サージは，
以下のとおりとされている。

「火砕物密度流のうち，比較的流れの密度が小さく乱流性が高
いもの。また，火砕サージは爆発的噴火により火口から直接発
生する場合や，濃度の高い火砕流から分離して生じることもあ
る。火砕サージは，大半の火砕流よりも地形の勾配による制約
を受けない。」

７．洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討
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② 文献調査(Amma-Miyasaka et al.，2020)(2/2)

代表柱状図(DN7～DS7地点)
(Amma-Miyasaka et al.(2020)に加筆)

代表柱状図(P1～P3地点)
(Amma-Miyasaka et al.(2020)に加筆)

※

※

※

※

※洞爺火砕流堆積物を指す。
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② 文献調査(産業技術総合研究所，2021)

※洞爺火砕流堆積物を指す。

洞爺カルデラ形成噴火噴出物の調査地点(産業技術総合研究所(2021)に加筆)

○洞爺カルデラ形成噴火噴出物※を確認したとさ
れている産業技術総合研究所(2021)に基づ
き，洞爺火砕流堆積物の分布範囲を確認した。

○産業技術総合研究所(2021)に示される洞爺
カルデラ形成噴火噴出物である火砕サージ堆積
物の最大到達距離は，洞爺カルデラから北東
方向に位置する千歳市までの約80kmであり，
層厚は約0.4mである。

７．洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討
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○文献調査の結果，洞爺火砕流については，敷地近傍に位置する共和町幌似付近を越えて堆積物を確認しているものはないが，推定に基づき，岩内
湾までの分布を示しているものや，敷地方向とは異なるが，敷地から洞爺カルデラまでの距離(約55km)よりも遠方に，火砕サージ堆積物が到達して
いるとするものが認められる。

○このため，敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布範囲について，幌似周辺で実施したボーリング調査結果(A-1地点，B-1～B-7地点及びC-
1～C-3地点)を用いての確認を行った※1。

○洞爺火砕流堆積物は堀株川右岸のB-4及びB-5地点で層厚20m程度，C-2地点で層厚1m程度が確認される。
○洞爺火砕流堆積物の上面標高は，露頭確認箇所も含め標高50m程度以下である。
○B-4，B-5及びC-2地点における洞爺火砕流堆積物は，淘汰が悪く無層理な，軽石質火山灰からなる。
○B-2地点に認められる岩内層の直上や，C-2地点に認められる洞爺火砕流堆積物の直上にも火山灰質な層相が認められるが，淘汰がよく葉理が

発達している又は有機質シルトが挟在し，異種礫(安山岩礫)が混入することから，洞爺火砕流堆積物の二次堆積物と考えられる※2。
○その他の地点では，洞爺火砕流堆積物は確認されない。
○また，岩内平野西部で実施したボーリング調査(梨野舞納地点(露頭調査結果を含む)及びH26共和-1～H26共和-7地点)においても，洞爺火砕

流堆積物は認められない※1。

○ボーリング調査において確認された洞爺火砕流堆積物の分布状況を踏まえると，泥川合流部付近(C-2地点付近)で洞爺火砕流堆積物の層厚が急
減し，岩内平野西部では確認されないことから，幌似付近が洞爺火砕流の末端部である可能性が考えられる。

ボーリング調査結果

ボーリング
孔番

孔口標高
(m)

洞爺火砕流堆積物
備考

有無
上面標高

(m)
層厚(m)

基底標高
(m)

A-1 66.8 なし — — —
B-1 8.3 なし — — —
B-2 17.9 あり 17.2 13.1 4.1 二次堆積物
B-3 13.8 なし — — —
B-4 51.3 あり 51.2 19.9 31.3
B-5 45.7 あり 45.5 22.0 23.5
B-6 45.4 なし — — —
B-7 32.3 なし — — —
C-1 15.9 なし — — —

C-2※2 11.9
あり 7.4 2.2 5.2 二次堆積物
あり 5.2 1.0 4.2

C-3 6.2 なし — — —

一部修正(H28/2/5審査会合)

※1 ボーリング調査結果の詳細は，補足説明資料2章参照。
※2 R3.10.14審査会合資料では，C-2ボーリングにおいて，洞爺火砕流堆積

物の直上に認められる堆積物を，氾濫原堆積物(沖積層)に区分していた。
しかし，当該堆積物のうち，深度4.50～6.65m(標高7.37～5.22m)の範
囲の層相は，シルト質火山灰，軽石質火山灰，軽石混じりシルト質火山灰
及び軽石質火山灰であり，有機質シルトが挟在し，異種礫(安山岩礫)が混
入する状況であることから，洞爺火砕流堆積物(二次堆積物)に区分を見
直した。

③ 敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況(1/2)
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発足層

岩内層

余別層 古平層
野塚層(下部層相当)

岩内層

洞爺火砕流
堆積物

B B’

A-A’断面(ニセコ山麓～共和町幌似)

堀株川

B-5
・洞爺火砕流堆積物

EL.23.5m～EL.45.5m

B-2B-1

B-3
B-7

EL.-50m EL.-50m

泥川
一の川

00 

5050 

100 

A
(SW，堀株川左岸)

B-4
・洞爺火砕流堆積物

EL.31.3m～EL.51.2m

100

A’
(NE，堀株川右岸)

B-6

洞爺火砕流
堆積物
(二次堆積物)

調査位置図

岩内台地

A-1B-1

B-2

B-3

B-4

B-5

B-6

B-7

C-1

C-2

C-3

堀株川
共和台地

梨野舞納

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泊発電所

共和町幌似

岩内平野

泥川一の川

A

A’

C-2※

・洞爺火砕流堆積物
層厚1.0m

・洞爺火砕流堆積物
(二次堆積物)層厚2.2m

B-4
・洞爺火砕流堆積物

層厚19.9m

B-2
・洞爺火砕流堆積物

(二次堆積物)層厚13.1m

B-5
・洞爺火砕流堆積物

層厚22.0m

B’

B

露頭①

露頭②

露頭②

一部修正(H28/2/5審査会合)

凡例(断面図)

③ 敷地近傍における洞爺火砕流堆積物の分布状況(2/2)

※R3.10.14審査会合資料では，C-2ボーリングにおいて，洞爺火砕流堆積物の直上に認められる堆
積物を，氾濫原堆積物(沖積層)に区分していた。しかし，当該堆積物のうち，深度4.50～
6.65m(標高7.37～5.22m)の範囲の層相は，シルト質火山灰，軽石質火山灰，軽石混じりシルト
質火山灰及び軽石質火山灰であり，有機質シルトが挟在し，異種礫(安山岩礫)が混入する状況
であることから，洞爺火砕流堆積物(二次堆積物)に区分を見直し，B-B’断面図を修正した。

岩内層

古平層

発足層

野塚層
(下部層相当)

洞爺火砕流
堆積物

D D’

B-B’断面(泥川合流部～共和町幌似)

EL.-50mEL.-50m

泥川

00 

5050 

100 

B
(NW，泥川合流部)

B’
(SE，共和町幌似)

100

改変範囲

B-5
・洞爺火砕流堆積物

EL.23.5m～EL.45.5m

C-2※

・洞爺火砕流堆積物
EL.4.2m～EL.5.2m

露頭① 露頭②

洞爺火砕流
堆積物
(二次堆積物)

７．洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討
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1c

岩内台地

A-1B-1

B-3

B-4

B-5

B-6

B-7

C-1

C-2

堀株川
共和台地

梨野舞納

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-7

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泊発電所

共和町幌似

岩内平野

泥川一の川

2’

2
露頭①

1’

1a

1

1b

1b’

1a’
1c’

J I H G

F

E

D

C

B

A

C-3

露頭②

B-2

調査位置図
： 氾濫原堆積物(沖積層)が認められる調査地点

④ 洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討(1/7)

○ボーリング調査から，共和町幌似付近が洞爺火砕流の末端部である
可能性が考えられるが，一方で，堀株川付近に位置するB-1，C-2及
びC-3地点には，洞爺火砕流堆積物堆積以降に堆積した氾濫原堆積
物(沖積層)が認められる。

○また，洞爺火砕流堆積物の火口からの距離と層厚の関係には，洞爺カ
ルデラから概ね敷地方向(北～北西方向)に位置する地点に限定した
場合，明瞭な傾向は認められないが，層厚データの不確かさ(火砕流
堆積物の基底が確認されていないため，明確な層厚は計測できない
等)及び産業技術総合研究所(2018)のレビュー結果を踏まえると，大
局的な傾向としては，距離の増加に応じ層厚が小さくなる傾向が認め
られる(補足説明資料6章参照)。

○このため，洞爺火砕流堆積物は，岩内平野西部において確認されない
ものの，洞爺火砕流堆積物堆積以降の氷期に侵食され，削剥された
可能性も考えられる。

○以上のことから，共和町幌似付近から堀株川沿いに下流に向かう1-
1’断面図及び岩内平野西部において堀株川に直交する2-2’断面図
を作成し，洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性について検討を
行った。

○断面図作成に当たっては，以下の地点における露頭調査及びボーリン
グ調査結果を用いた(露頭調査及びボーリング調査結果の詳細は，補
足説明資料2章参照)。
・1-1’断面 ： B-5地点，C-2地点，C-3地点，H26共和-7地点
・2-2’断面 ： 梨野舞納地点，H26共和-5地点，H26共和-6地点，

H26共和-4地点，H26共和-3地点
○なお，堀株川沿いの1-1’断面図については，周囲の地形状況も把握す

るため，以下に示す同じく堀株川に平行な地形断面についても，併せて
示した。
・1a-1a’断面 ： 洞爺火砕流堆積物が認められるB-5地点及びC-2

地点付近を通る断面
・1b-1b’断面 ： 1a-1a’断面よりも山側において共和台地を通る断面
・1c-1c’断面 ： 岩内台地を通る断面

７．洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討
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○共和町幌似付近から堀株川沿いに下流に向かう1-1’断面図を作成
し，洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性について検討を行った。

○断面図作成に当たっては，以下の地点におけるボーリング調査結果を
用いた。
・B-5地点，C-2地点，C-3地点，H26共和-7地点

○なお，堀株川沿いの1-1’断面図については，周囲の地形状況も把握
するため，以下に示す同じく堀株川に平行な地形断面についても，併せ
て示した。
・1a-1a’断面 ： 洞爺火砕流堆積物が認められるB-5地点及びC-2

地点付近を通る断面
・1b-1b’断面 ： a-a’断面よりも山側において共和台地を通る断面
・1c-1c’断面 ： 岩内台地を通る断面

【1-1’断面】
○幌似付近のB-5及びC-2地点においては，洞爺火砕流堆積物が認

められ，C-2地点付近で洞爺火砕流堆積物の層厚が急減する。
○また，C-2地点においては，氾濫原堆積物(沖積層)も認められ，洞

爺火砕流堆積物及びその二次堆積物を覆って堆積する。
○C-2地点と近接するC-3地点においては，岩内層の上位に氾濫原

堆積物(沖積層)が認められる。
○C-3地点より下流側に位置するH26共和-7地点においては，岩内

層の上位に海成堆積物(沖積層)が認められる。

○C-3及びH26共和-7地点においては，洞爺火砕流堆積物が認められ
ないが，以下の理由から，洞爺火砕流堆積物は旧堀株川が下刻した
低地に堆積し，以降の氷期に削剥され，その後，氾濫原堆積物(沖積
層)及び海成堆積物(沖積層)が堆積した可能性を否定できない。
・B-5地点からC-2地点にかけて，洞爺火砕流堆積物の層厚は急減す
るが，C-2地点に認められる火砕流の基底面標高が，B-5地点に認
められる火砕流の基底面標高と比較して低いことから，C-2地点付
近は，洞爺火砕流堆積物堆積前に低地が存在したものと推定される。

・C-2地点より下流側においては，氾濫原堆積物(沖積層)又は海成
堆積物(沖積層)が下位の岩内層を不整合で覆っている。

④ 洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討(2/7)

1c

岩内台地

A-1B-1

B-3

B-4
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B-7
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堀株川
共和台地

梨野舞納

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泊発電所

共和町幌似

岩内平野

泥川一の川

2’

2
露頭①

1’

1a

1

1b

1b’

1a’
1c’

J I H G

F

E

D

C

B

A

B-5

C-2
C-3

H26共和-7

B-2

露頭②

調査位置図
： 氾濫原堆積物(沖積層)が認められる調査地点
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拡大図
(C-2(洞爺火砕流堆積物及び

氾濫原堆積物(沖積層) 抜粋))

④ 洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討(3/7)

拡大図
(H26共和-7(海成堆積物(沖積層) 抜粋))

EL＝-10m

0

EL=30m

40

EL=10m

EL=0m

拡大図
(C-3(氾濫原堆積物(沖積層) 抜粋))

拡大図
(B-5(洞爺火砕流堆積物 抜粋))

洞爺火砕流
堆積物

（二次堆積）

洞爺火砕流
堆積物

氾濫原
堆積物
(沖積層)

凡例

(層相区分)

(地層区分)
5652calBC - 5522calBC

(貝殻) 

5531calBC - 5478calBC
(炭化物)

： 洞爺火砕流堆積物
： 氾濫原堆積物(沖積層)
： 海成堆積物(沖積層)

H26共和-7
（投影）

C-2
（投影）

1

30

折れ点

1-1’断面

J B AD CEH G FI

1a-1a’断面

1b-1b’断面

C-3
（投影）

B-5
（投影）

1-1’断面図

1c-1c’断面

←NW SE→←W E→

C-2地点付近で洞爺火砕流
堆積物の層厚が急減する。

洞爺火砕流堆積物は旧堀株川が下刻した低地に堆積し，以
降の氷期に削剥され，その後，氾濫原堆積物(沖積層)及び
海成堆積物(沖積層)が堆積した可能性を否定できない。

： 洞爺火砕流堆積物の基底
： 沖積層の基底

７．洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討
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○岩内平野西部において堀株川に直交する2-2’断面図を作
成し，洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性について検討
を行った。

○断面図作成に当たっては，以下の地点における露頭調査及
びボーリング調査結果を用いた。
・梨野舞納地点，H26共和-5地点，H26共和-6地点，
H26共和-4地点，H26共和-3地点

【2-2’断面】
○岩内台地に位置する梨野舞納地点においては，Mm1段丘

堆積物(上面標高約22m)の上位に，陸成層が認められる。
○陸成層の上位には，火山灰質砂質シルト層が整合関係で認

められ，火山灰分析(組成分析及び屈折率測定)の結果，洞
爺火山灰(Toya)の純層及び二次堆積物bに区分している※ 

(補足説明資料2章参照)。

○堀株川付近に位置するH26共和-5及びH26共和-6地点
においては，岩内層の上位に，海成堆積物(沖積層)が認
められる。

○堀株川付近に位置するH26共和-4地点においては，岩内
層の上位に扇状地性堆積物が認められる。

○H26共和-3地点においては，発足層の上位に，扇状地性
堆積物が認められる。

④ 洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討(4/7)

(P596へ続く)

1c

調査位置図

岩内台地
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B-4
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B-7

C-1

堀株川
共和台地

梨野舞納

H26共和-5 H26共和-6

H26共和-2

H26共和-1

H26共和-3

H26共和-4

泊発電所

共和町幌似

岩内平野

泥川一の川

2’

2
露頭①

1’

1a

1

1b

1b’

1a’
1c’

J I H G

F

E

D

C

B

A

H26共和-7

： 氾濫原堆積物(沖積層)が認められる調査地点

C-2

C-3

B-2

B-5

露頭②※これまで(R3.10.14審査会合以前)，洞爺火山灰(Toya)の降灰層準に相当する
と評価した堆積物について，補足説明資料第4章「積丹半島西岸における洞爺
火砕流堆積物の有無に関する検討」と同様，火山ガラスの粒子数，火山ガラスの
粒子数，異質岩片等の不純物の混在の有無，堆積構造の有無等に着目し，純層，
二次堆積物等への細区分を実施した(細区分の考え方については，P219参照)。

７．洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討
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④ 洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討(5/7)

凡例

(層相区分)

(地層区分)

(細砂・中砂の細互層)

EL=30m

EL=10m

EL=0m

EL=-10m

40

0

30

EL=20m

火山灰質
砂質シルト

拡大図
(梨野舞納露頭

(陸成層及び火山灰質シルト層 抜粋))

拡大図
(H26共和-5

(海成堆積物(沖積層) 抜粋))

拡大図
(H26共和-6

(海成堆積物(沖積層) 抜粋))

拡大図
(H26共和-4(扇状地性堆積物 抜粋))

拡大図
(H26共和-3(扇状地性堆積物 抜粋))

陸成層

洞爺火山灰(Toya)の
純層及び二次堆積物
bに区分している(補
足説明資料2章参照)。

2’2

ボーリング
（投影）

H26共和-6
（投影）

H26共和-5
（投影）

梨野舞納

H26共和-4
（投影）

H26共和-3
（投影）

2-2’断面図
1

30

堀株川

1-1’断面交点

露頭
（投影）

： 洞爺火砕流堆積物
： 海成堆積物(沖積層)
： 扇状地性堆積物

←SW NE→

洞爺火山灰(Toya)の純層及
び二次堆積物bに区分してい
る(補足説明資料2章参照)。

７．洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討
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○梨野舞納地点においては，以下の理由から，洞爺火砕流は到達していな
いものと判断される。
・Mm1段丘堆積物(MIS5e，上面標高約22m)の上位に，洞爺火山灰
(Toya)の純層及び二次堆積物bに区分される火山灰質砂質シルト層が認
められる。

・東宮・宮城(2020)によれば，広域に分布する洞爺火山灰(Toya)は，大
規模火砕流のco-ignimbrite ashと考えられているとされていることから，
洞爺火山灰(Toya)と洞爺火砕流のいずれもが到達していた場合，これ
らは重なり合って堆積しているものと考えられ，仮に，洞爺火砕流堆積物
のみが削剥されている場合，洞爺火山灰(Toya)の純層及び二次堆積物
b付近に明瞭な侵食面が認められるものと考えられる。

・しかし，火山灰質砂質シルト層の上面，基底面又は当該層中に侵食面は
認められないことから，洞爺火砕流は到達していないものと判断される。

○堀株川付近に位置するH26共和-5，H26共和-6及びH26共和-4地点に
おいては，洞爺火砕流堆積物が認められないが，以下の理由から，洞爺火
砕流は，MIS5eの海成堆積物で形成された標高20m程度の地形を旧堀株
川が下刻した低地に堆積し，以降の氷期に削剥され，その後，海成堆積物
(沖積層)又は扇状地性堆積物が堆積した可能性を否定できない。
・H26共和-5及びH26共和-6地点と汀線方向(南西方向)に位置する梨
野舞納地点において，標高約22mまでMm1段丘堆積物が認められる。

・海成堆積物(沖積層)が認められるH26共和-5及びH26共和-6地点は，
1-1’断面図において海成堆積物(沖積層)が認められ，洞爺火砕流堆
積物が削剥された可能性を否定できないとしたH26共和-7地点に近接
し，同程度の標高に位置する。

○H26共和-3地点においては，洞爺火砕流堆積物の下位の層準である発足
層の上面標高(約29m)が，洞爺火砕流が到達していないと判断される梨
野舞納地点に認められる火山灰質砂質シルト層の分布標高よりも高標高
に位置することから，洞爺火砕流は到達していないものと判断される。

○なお，H26共和-3地点に認められる発足層上位の扇状地性堆積物中には，
火山灰質な層相は認められない。

④ 洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討(6/7)

(P594からの続き)
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④ 洞爺火砕流堆積物が削剥された可能性に関する検討(7/7)

凡例

(層相区分)

(地層区分)

(細砂・中砂の細互層)

2’2

ボーリング
（投影）

H26共和-6
（投影）

H26共和-5
（投影）

梨野舞納

H26共和-4
（投影）

H26共和-3
（投影）

2-2’断面図
1

30

堀株川

1-1’断面交点

洞爺火砕流堆積物は旧堀株川が下刻した低地に堆積し，
以降の氷期に削剥され，その後，海成堆積物(沖積層)又
は扇状地性堆積物が堆積した可能性を否定できない。

H26共和-5及びH26共和-6
地点と汀線方向(南西方向)
に位置する梨野舞納地点にお
いて，標高約22mまでMm1段
丘堆積物が認められる。

露頭
（投影）

火山灰質砂質シルト層の上
面，基底面又は当該層中に
侵食面は認められないこと
から，洞爺火砕流は到達し
ていないものと判断される。

Mm1段丘堆積物の上面標高：約22m

1-1’断面図において海成堆積物(沖積
層)が認められ，洞爺火砕流堆積物が
削剥された可能性を否定できないとした
H26共和-7地点に近接し，同程度の標
高に位置する。

←SW NE→

： 洞爺火砕流堆積物
： 海成堆積物(沖積層)
： 扇状地性堆積物

EL=30m

EL=10m

EL=0m

EL=-10m

40

0

30

EL=20m

火山灰質
砂質シルト

拡大図
(梨野舞納露頭

(陸成層及び火山灰質シルト層 抜粋))

拡大図
(H26共和-5

(海成堆積物(沖積層) 抜粋))

拡大図
(H26共和-6

(海成堆積物(沖積層) 抜粋))

拡大図
(H26共和-4(扇状地性堆積物 抜粋))

拡大図
(H26共和-3(扇状地性堆積物 抜粋))

陸成層

洞爺火砕流堆積物の下位の層準である
発足層の上面標高(約29m)が，洞爺火
砕流が到達していないと判断される梨野
舞納地点に認められる火山灰質砂質シ
ルト層の分布標高よりも高標高に位置す
ることから，洞爺火砕流は到達していな
いものと判断される。洞爺火山灰(Toya)の純層及

び二次堆積物bに区分してい
る(補足説明資料2章参照)。

洞爺火山灰(Toya)の
純層及び二次堆積物
bに区分している(補
足説明資料2章参照)。
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